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受講者の感想

こんな時大変！

でも、こんな工夫ができる☆

おしっこやウンチが

出た時

発達に合わせて

関わり方を考える

保育室でおしっこが出た時に、

衛生面が気になる…

より質の高い「快」

２歳から３歳に向かう時期は、子どもの

プライドは頂点になります。失敗を気に

するあまり、パンツで過ごすことを嫌がる

姿も見られます。自尊心を傷つけないよう

な関わり方を考えてみましょう。

トイレへの動線が長く、小まめ

に付き添うのは厳しい…

１人１人の排泄のタイミングが

分からない…

トイレに行きたがらない…

小川晶保育ゼミでは、これまで、子どもの欲求にピッタリと合った関わりの大切さを学んできました。
今回の保育ゼミでは、排泄時の子どもの発達に合わせた保育者の関わり方等について学ぶことができました。

パンツにおしっこが出てしま

った時の対応は大変ですが、

嫌な顔せず、「スッキリしたね」

と言葉をかけてあげたいと

思いました。

【みなみ保育園 吉田先生】

０歳児クラスでも、トイレに興味を

もてるようなやり取りや、家庭にも

協力してもらい、トイレに座る等の

経験を少しずつ取り入れていきたい。

【シリウス☆リトルスター保育園

譜久村先生】

排泄があったら替えることを

意識して、不快であることを

普通にしない。快の状態に気付

けるようにしていく。

【スピカ☆リトルスター保育園

松本先生】

衛生面から保育室内でのオマル

の使用には抵抗があったが、

じっくり、ゆっくりと排泄の

時間に関わるためにはオマルの

活用を考慮していきたい。

【和光プライムスター保育園

岩澤先生】

排泄時の関わりについて

オムツを替えてもらう

「快」から

トイレ等で排泄する

より質の高い「快」へ

トイレ（オマル）で

おしっこできて

きもちいい！

オムツをかえてもらって

きもちいい！

「快」「不快」「快」「不快」
おしっこやウンチがオムツや

パンツに出ている状態
おしっこやウンチが

お腹にたまっている状態

レジャーシートやオマルを使用して、

集団からあまり離れずに行う

メモを取り記録を残して、把握や

共有をする。

トイレ探索を行ってみる。どんな物が

あるか、興味関心をもたせることから

始める

どこで出てもすぐ対応できるように掃

除セットを作り各所に置く

例え
ば

言葉掛けをちょっと大人っ

ぽい言い方にしてみる。

「トイレに行ってみると、

〇〇ちゃんらしいと思うな

ぁ～」等。

パンツにおしっこが出た時、

周りの目が気にならない

ようにする。

周りの人がいない所で

そっと替える。保護者にも

そっと伝える等。
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（排泄の基本の流れ）

「不快」

子どもの「不快」「快」に気付けるよう、子どもの様子をよく観察する

出たらすぐオムツ替え。

「快」の時間を保つことで、

「不快」に気付けるようにする

子どもが「不快」に

気付くようになったら、

トイレ（オマル）に

促す等、働きかける

グル
ープ
ワー
クで
の

受講
者の
意見
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